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今号の表紙
　11月17日、白水大池公園で開催した春日市走ろう大会（子ども）で、元気よくスタートする小学2年生
男子の部の参加者たち（大会結果など詳しくは11ページ参照）。



(1) 職員の給与の状況

※職員の給与とは、給料と諸手当の合計額です。
※給料は、職務の種類と内容、職責に応じて、条例で定められた給料表に基づく額が支給されます。
※平均給与月額には、期末手当と勤勉手当は含まれていません。

(2) 諸手当
　諸手当は、扶養手当、通勤手当、期末手当、勤勉手当など、該当する職員に条例で定められた算定方法に基づく
額が支給されます。

春
日
市
職
員
の
給
与
や
勤
務
条
件
な
ど

お知らせ
します

　

春
日
市
の
職
員（
臨
時
・
嘱
託
職
員
な
ど
を
除
く
）の
数
や
給
与
の
状
況
、勤
務
条
件
な
ど
、人
事
行
政
の
運
営

な
ど
の
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
春
日
市
は
、民
間
委
託
な
ど
の
行
政
改
革
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
き
た
結
果
、少
数
の
職
員
で
効
率
的
な
行

政
運
営
を
行
っ
て
い
る
こ
と
が
特
徴
で
す
。

　　職員の任免および職員数の状況

　　職員の給与の状況（平成25年度）

(1) 職員数　399人　（平成25年４月１日現在）

近隣他市との職員数比較
（普通会計における人口1000人当たりの職員数）

※人口に対する職員数（普通会計）は、春日市が全国の市町村で最少
です。

※普通会計の職員数は、特別職（市長、副市長）、教育長、公営企業等会
計部門の職員（下水道・国民健康保険・介護保険・後期高齢者医療
などの業務に従事する職員）を除く、全ての職員数です。

(2) 採用者数・退職者数
平成24年度の退職者23人の補充として、平成25年度に18人を採

用しました。

区　分 平成24年度 平成25年度 増減数
議会事務局 6人 6人
市長事務部局 323人 321人 △2人
教育委員会事務局 69人 66人 △3人
選挙管理委員会事務局 2人 2人
監査事務局 3人 3人
農業委員会事務局 1人 1人

合　計 404人 399人 △5人

春日市 Ａ市 Ｂ市 Ｃ市 Ｄ市
3.3人 3.9人 4.1人 4.1人 5.5人

職　種
（採用職種）

平成24年度 平成25年度
採用者数 退職者数 採用者数

一般事務 11人 18人 13人
保健師 2人 1人 －
保育士 － 2人 1人
土木技師 － － 4人
技能労務職 － 2人 －

合計 13人 23人 18人

総務省自治行政局「類似団体別職員数の状況（平成24年4月1日現在）」
から作成

■任命権者別職員数

区　分 初任給 平均年齢（4月1日現在）平均給料月額（4月分）平均給与月額（4月分）

一般行政職
大学卒 17万2200円

40.1歳 31万3494円 38万1280円短大卒 15万5700円
高校卒 14万4500円

技能労務職 高校卒 14万1900円 57.6歳 38万4500円 42万1616円
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　　職員の分限および懲戒処分の状況

　　職員の勤務時間その他の勤務条件

　　職員の服務の状況

(1) 服務上の義務
　職員には、地方公務員法により、「法令等及び上
司の職務上の命令に従う義務」、「信用失墜行為の
禁止」、「秘密を守る義務」、「職務に専念する義務」、
「政治的行為の制限」、「争議行為等の禁止」、「営利
企業等の従事制限」など、服務上の義務が課せられ
ています。

(2) 職務に専念する義務の免除の状況
　職員の職務に専念する義務の特例に関する条例
により、研修を受ける場合、厚生に関する計画の実
施に参加する場合などに、職務に専念する義務が
免除されることがあります。

(3) 営利企業等の従事の許可状況
　職員は、営利企業の役員になったり、報酬を得て事
業や事務に従事したりすることはできません。
　ただし、職務の遂行に支障や影響がなく、地方公務
員としての信用を傷つける恐れがない場合は、許可
されることがあります。

(1) 分限処分（平成24年度）
　分限処分とは、職員の勤務実績が良くない場合
や、疾病のためにその職責を果たせない場合など
に、公務能率の維持およびその適正な運営の確保
を図るために行う不利益処分のことをいいます。

(2) 懲戒処分（平成24年度）
懲戒処分とは、職員に職務上の義務違反や公務員
としてふさわしくない非行がある場合に、公務にお
ける規律と秩序の維持を目的に行う不利益処分のこ
とをいいます。

区　分 休　職 降　任 免　職 合　計
人数 12人 ０人 ０人 12人

区　分 戒　告 減　給 停　職 免　職 合　計
人数 ０人 ０人 ０人 ０人 ０人

項　目 平成23年度 平成24年度
職務に専念する
義務の免除 165件 152件

項　目 平成23年度 平成24年度

営利企業等の従事の許可 22件 ４件

(1) 勤務時間（平成25年度）
　①1週間の勤務時間
　　38時間45分（1日当たり7時間45分）
　②勤務時間の割り振り
　　基本的な勤務時間　午前8時30分～午後5時
　　（休憩時間　午後0時15分～午後1時）
　　※変則勤務あり。

(2) 休暇
休暇には、年次有給休暇、病気休暇、特別休暇、介

護休暇、組合休暇があります。

(3) 育児休業などの取得者数
項　目 平成23年度 平成24年度

育児休業取得者数 男性 ０人 ０人
女性 15人 16人

育児部分休業取得者数 男性 １人 ０人
女性 ５人 ５人

項　目 平成23年度 平成24年度
職員一人当たりの
平均年次有給休暇取得日数 12.1日 12.3日

※変則勤務の職場などを除きます。
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(1) 職員研修の状況（平成24年度）　総事業費　556万5000円

(2) 勤務成績の評定状況
職員の日常の仕事ぶりや勤務態度を通じて勤務成績を評価し、昇任や配置などの人事管理に活用しています。
また、平成21年度から、組織の業績向上と人材育成を目的とする、新たな人事評価制度を導入しています。

(1) 職員互助会
　職員互助会は、会員の福利厚生に関する事業の
実施、相互扶助、親睦を図ることを目的として、会
員の掛け金と市の助成金で運営しています。

　主な事業
　①福利厚生事業　②慶弔給付事業　③貸付事業

(2) 職員の健康管理
　職員の健康維持のため、健康診断を実施してい
ます。

(3) 共済制度
　福岡県市町村職員共済組合に加入し、共済組合

区　分 主な内容・派遣先 コース・回数 受講人数

自主開催研修 管理職研修
文書事務研修など 10コース（26回） 延べ1411人

派遣研修 福岡県市町村職員研修所
市町村職員中央研修所など 97コース（97回） 延べ182人

合　計 107コース（123回） 延べ1593人

■予算、決算の状況
区　分 平成24年度決算 平成25年度予算

市の助成金 626万5000円 693万円
会員の掛け金 763万4000円 769万9000円

平成24年度受診者数
384人

総
務
課
人
事
担
当

☎（
５
８
４
）１
１
１
１

F（
５
８
４
）１
１
４
５

※慶弔給付事業は、市助成金の対象外です。

区　分 件　数
公務災害 2件
通勤災害 0件

　地方公務員法の規定に基づき、職員の保健、元気回復、その他厚生に関する事項を計画的に実施しています。

が短期給付（医療）、長期給付（年金）、福祉事業（健
康保持増進事業、貸付事業など）を行っています。

(4) 公平委員会の状況
　職員は、全体の奉仕者という立場から労働基本
権の一部が制限されています。このため、中立的な
機関である公平委員会に対して、身分上および経
済上の権利・利益の保護を求めることができるよ
うになっています。
　平成24年度は、適正な勤務条件の確保に関する
「勤務条件に関する措置の要求」および身分保障を
確実にするための「不利益処分に関する不服申立
て」はありませんでした。

(5) 公務災害・通勤災害の状況（平成24年度）
　職員が、公務中または通勤中に被災した場合は、
その災害によって受けた傷病について治療費など
が補償されます。

　

詳
し
い
内
容
は
、市

役
所
２
階
情
報
公
開

コ
ー
ナ
ー
や
市
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
で
見
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　　職員の研修および勤務成績の評定の状況

　　職員の福祉などの状況

6

7

4市 報 か す が
平成25年12月15日



市 報 か す が
平成25年12月15日5

不
法
投
棄
や
野
外
焼
却（
例
外

を
除
く
）は
、法
律
で
禁
止
さ

れ
て
い
ま
す
。違
反
者
に
は
５
年
以

下
の
懲
役
も
し
く
は
１
０
０
０
万
円

以
下
の
罰
金
、ま
た
は
こ
れ
ら
が
併

せ
て
科
せ
ら
れ
ま
す
。

○
不
法
投
棄

　

人
目
に
つ
き
に
く
い
路
上
や
空

き
地
、河
川
沿
い
な
ど
に
、自
転
車

や
家
電
製
品
な
ど
の
大
型
ご
み
が

不
法
投
棄
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
｢

お
金
が
掛
か
る
か
ら｣

と
い
う

気
持
ち
で
捨
て
ら
れ
た
ご
み
は
、

ま
ち
の
美
観
を
損
ね
る
だ
け
で
な

く
、そ
の
周
辺
に
住
む
人
の
生
活

環
境
を
悪
化
さ
せ
ま
す
。

　

一
人
一
人
が
、不
法
投
棄
を｢

し

な
い
・
さ
せ
な
い
・
許
さ
な
い｣
と

い
う
意
識
を
持
ち
、監
視
役
と
な

っ
て
、不
法
投
棄
を
な
く
し
ま
し

ょ
う
。

○
野
外
焼
却（
野
焼
き
）

　
「
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に

関
す
る
法
律
」に
よ
り
、廃
棄
物

（
ご
み
）の
野
外
焼
却
は
、例
外
を

除
い
て
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、例
外
規
定
と
さ
れ
て
い

る
野
外
焼
却
を
行
う
場
合
で
も
、

次
の
こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

例
外
規
定（
一
部
抜
粋
）

▽
風
俗
慣
習
上
ま
た
は
宗
教
上
の

行
事
で
、必
要
な
廃
棄
物
の
焼

却（
例
／
ど
ん
ど
焼
き
な
ど
で

の
門
松
、し
め
縄
の
焼
却
）

▽
農
業
、林
業
ま
た
は
漁
業
を
営

む
た
め
に
や
む
を
得
な
い
廃
棄

物
の
焼
却（
例
／
稲
わ
ら
の
焼

却
）

▽
日
常
生
活
を
営
む
上
で
行
わ
れ

る
軽
微
な
廃
棄
物
の
焼
却（
例

／
た
き
火（
た
だ
し
、紙
類
、生

ご
み
、プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
、ビ
ニ
ー

ル
な
ど
の
生
活
ご
み
の
焼
却
は

禁
止
））

※
例
外
規
定
で
あ
っ
て
も
、｢

洗
濯

物
を
外
に
干
せ
な
い｣

な
ど
の

苦
情
が
あ
っ
た
場
合
は
、行
政

指
導
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

注
意
事
項

▽
煙
の
量
や
臭
い
が
近
隣
住
民
の

迷
惑
に
な
ら
な
い
程
度
の
少
量

に
と
ど
め
る
。

▽
風
向
き
や
時
間
帯
を
考
慮
す

る
。

▽
草
な
ど
は
、よ
く
乾
か
し
て
煙

の
発
生
量
を
抑
え
る
。

▽
近
隣
住
民
の
理
解
を
得
て
、迷

惑
に
な
ら
な
い
よ
う
に
す
る
。

不法投棄・野外焼却は犯罪です
ごみ減量推進課／環境課　☎（584）1111　F（584）1147

飼い主からの
犬・猫の引き取り業務

年末年始の休み
　12月27日㈮～平成26年1月8日㈬
※飼い主のいない猫の引き取りは、年間を
通して行っていません。

問い合わせ先　筑紫保健福祉環境事務所
保健衛生課
☎（５１３）５５９９
F（５１３）５５９８

年
末
年
始
の
ご
み
・
し
尿
の
収
集
を
休
み
ま
す
。

○
ご
み
収
集
休
み

12
月
31
日
㈫
〜
平
成
26
年
1
月
3
日
㈮

※
31
日
㈫
の
燃
え
る
ご
み
の
収
集
は
、30
日
㈪
に
振

り
替
え
収
集
し
ま
す
。

○
し
尿
収
集
休
み

12
月
28
日
㈯
正
午
〜
平
成
26
年
1
月
5
日
㈰

○
浄
化
槽
清
掃
休
み

12
月
28
日
㈯
〜
平
成
26
年
1
月
5
日
㈰

○
自
己
搬
入
休
み

▽
春
日
大
野
城
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

12
月
28
日
㈯
〜
平
成
26
年
1
月
5
日
㈰

▽
ク
リ
ー
ン
パ
ー
ク
南
部

12
月
31
日
㈫
午
後
3
時
〜
平
成
26
年
1
月
3
日
㈮

問
い
合
わ
せ
先　

ご
み
減
量
推
進
課

☎（
５
８
４
）１
１
１
１

F（
５
８
４
）１
１
４
７

ごみ・し尿の収集など　年末年始の休みについて
ごみ減量推進課 ごみ減量担当　☎（584）1111　F（584）1147

らお知 せ
http://www.city.kasuga.fukuoka.jp

市からの

URL
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平
成
24
年
度
特
定
健
診
受
診
率
は
、福
岡
県
全
体

の
国
保
加
入
者
が
29
・
９
％
で
あ
っ
た
の
に
対

し
て
、春
日
市
国
保
加
入
者
は
20
・
０
％
で
し
た
。（
図

１
・
２
）

　

春
日
市
国
保
の
受
診
率
は
、「
県
下
最
下
位
」と
な
っ

て
お
り
、受
診
率
の
向
上
が
緊
急
の
課
題
で
す
。

　

受
診
結
果
を
見
て
み
る
と
、受
診
者
の
1/4
を
超
え
る

人
が
、内
臓
脂
肪
症
候
群
お
よ
び
予
備
群
で
す
。

　

内
臓
脂
肪
症
候
群
の
状
態
が
続
く
と
、動
脈
硬
化
を

進
行
さ
せ
、心
筋
梗
塞
や
脳
梗
塞
、糖
尿
病
を
始
め
と
す

る
生
活
習
慣
病
な
ど
を
発
症
す
る
危
険
性
が
増
大
し
ま

す
。

脂
質
異
常
症
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

　

春
日
市
の
特
徴
と
し
て
は
、動
脈
硬
化
の
要
因
と
な

る
Ｌ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
値
に
お
い
て
、受
診
が
必

要
と
判
断
さ
れ
た
人（
１
４
０
以
上
）が
３
割
を
超
え
て

お
り
、他
の
項
目
と
比
べ
て
も
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

 

福
岡
県
は
、全
国
的
に
み
て
も
、Ｌ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ

ロ
ー
ル
の
値
が
高
い
人（
１
８
０
以
上
）の
数
が
奈
良
県

に
次
い
で
２
番
目
に
多
く
、特
に
生
活
習
慣
病
の
中
で

も
脂
質
異
常
症
に
注
意
が
必
要
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、特
定
健
診
を
受
診
す
る
こ
と
で
、

自
分
の
体
の
状
態
が
分
か
り
ま
す
。ま
た
、生
活
習

慣
の
改
善（
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
や
運
動
、禁

煙
）に
取
り
組
む
こ
と
に
よ
り
、疾
病
を
予
防
で
き

ま
す
。

　

今
年
度
の
特
定
健
診
は
平
成
26
年
２
月
28
日
ま

で
実
施
し
て
い
ま
す
。生
活
習
慣
病
は
自
覚
症
状

が
な
い
た
め
、毎
年
定
期
的
に
健
診
で
健
康
状
態

を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

特定健診を積極的に受診しましょう
国保年金課 国保担当　☎（584）1111　F（584）1141

地区名 受診者数
（人）

対象者数
（人） 受診率（％）

泉 56 270 20.7
大谷 118 586 20.1
大土居 39 244 16.0
岡本 55 356 15.4
春日 98 503 19.5
春日公園 100 445 22.5
春日原 115 588 19.6
春日原南 38 169 22.5
上白水 144 879 16.4
小倉 106 572 18.5
小倉東 56 241 23.2
桜ヶ丘 92 528 17.4
サン・ビオ 56 255 22.0
下白水北 104 535 19.4
下白水南 140 682 20.5
白水池 71 258 27.5
白水ヶ丘 72 415 17.3
須玖北 101 659 15.3
須玖南 120 736 16.3
惣利 109 385 28.3
宝町 49 314 15.6
ちくし台 60 299 20.1
千歳町 64 359 17.8
塚原台 69 269 25.7
天神山 104 555 18.7
昇町 180 855 21.1
光町 49 297 16.5

日の出町 71 434 16.4
平田台 107 335 31.9
松ヶ丘 141 480 29.4
紅葉ヶ丘 192 898 21.4
大和町 13 118 11.0
弥生 98 496 19.8

若葉台西 97 422 23.0
若葉台東 52 233 22.3
市全体 3136 15670 20.0

（図2） 平成24年度特定健診地区別受診率

受診者の約4人に1人

内臓脂肪症候群またはその予備群

脳
梗
塞
や
糖
尿
病
な

ど
の
生
活
習
慣
病
に

な
る
危
険
性
大

0 20 40 60 80 100

春日市

福岡県

Ａ町

（％）

 福岡県国保の特定健診受診率（図 1）

（最上位）

（全体）

（最下位）

70.4％

29.9％

20.0％

脂質異常症
放置

動 脈 硬 化
放置

心筋梗塞・脳梗塞

最悪の場合、死亡

放置

　春日市の受診者は5人に1人（県下
最下位）です。
　未受診者の中に自覚症状なしに、
生活習慣病になる人がいる可能性が
大いにあります
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男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
募
集

し
ま
す
。ロ
ゴ
マ
ー
ク
は
、男
女

共
同
参
画
を
推
進
す
る
た
め
の

広
報
や
啓
発
を
す
る
際
に
使
用

し
ま
す
。

ロ
ゴ
マ
ー
ク
の
概
要

▽
男
女
共
同
参
画
を
推
進
す
る

上
で
、市
民
が
受
け
入
れ
や

す
い
も
の

▽
男
女
共
同
参
画
社
会
が
実
現
し

た
未
来
を
想
像
で
き
る
も
の

▽
春
日
市
が
イ
メ
ー
ジ
で
き
る

も
の

▽
セ
ン
タ
ー
の
愛
称「
じ
ょ
な

さ
ん
」を
入
れ
る
こ
と

※「
じ
ょ
な
さ
ん
」は
男
女
共
同

参
画
の
、「
男
・
女
・
参
」の
文

字
を
取
り
、親
し
み
や
す
い

セ
ン
タ
ー
に
な
る
こ
と
を

願
っ
て
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

応
募
方
法　

平
成
26
年
１
月
20

日
㈪（
必
着
）ま
で
に
、

ハ
ガ
キ
サ
イ
ズ（
お
お

む
ね
10
㎝
×
15
㎝
）の

用
紙
に
作
品
１
点
を
描

き
、裏
面
に
次
の
記
載

事
項
を
明
記
し
て
、郵

送
、Ｅ
メ
ー
ル
、持
参
の

い
ず
れ
か
で
提
出
す
る

（
何
点
で
も
応
募
可
）

記
載
事
項　

住
所
、氏
名（
ふ
り

が
な
）、年
齢
、電
話
番

号
、学
生
の
場
合
は
学

校
名
・
学
年
、ロ
ゴ
マ
ー

ク
の
簡
単
な
説
明
を
記

載
す
る

留
意
事
項

▽
デ
ー
タ
の
場
合
は
容
量
が
１

Ｍ
Ｂ
以
内
、Ｊ
ｐ
E
G
ま
た

は
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
で
、メ
ー
ル

で
送
信
し
て
く
だ
さ
い
。

応
募
作
品
は
、未
発
表
か
つ

応
募
者
本
人
が
作
成
し
た
作

品
に
限
り
ま
す
。

▽
作
品
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

▽
採
用
さ
れ
た
作
品
の
使
用
・

著
作
権
は
市
に
帰
属
し
ま

す
。

結
果
発
表　

採
用
者
に
通
知

し
、市
報（
３
月
１
日

号
）、市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

で
発
表

※
採
用
者
に
は
、賞
金
３
万
円

（
中
学
生
以
下
は
同
額
分
の

図
書
カ
ー
ド
）を
進
呈
し
ま

す
。

応
募
先　

人
権
政
策
課
男
女
共

同
参
画
・
消
費
生
活
セ

ン
タ
ー
じ
ょ
な
さ
ん

（
〒
816
ー
０
８
０
6
光

町
１
ー
73
）

jyonasan@
city.kasu 

ga.fukuoka.jp

春日市の住宅用火災警報器設置普及率（戸建住宅）は57%
住宅用火災警報器の設置を

　春日・大野城・那珂川消防署は、住宅火災による死者
をなくすため、職員が管内全域（春日市・大野城市・那珂
川町）の戸建住宅を訪問し、住宅用火災警報器の設置
状況調査・説明を行っています。
　未設置の住宅は、早急に住宅用火災警報器の設置を
お願いします。なお、アパートやマンションなどで、自動火
災報知設備が設置されている場合は、不要です。
○住宅用火災警報器の設置義務化について
　毎年、全国で1000人以上の命を奪っている住宅
火災から皆さんの大切な命を守るために、平成23年6
月1日から全国全ての住宅に住宅用火災警報器の設
置が義務付けられています。
　住宅火災から身を守るためには、火災の発生を早く
知ることが最も大切です。住宅用火災警報器は、火災
の煙や熱にいち早く反応し、警報ブザーや音声で火
災の発生を知らせます。設置をした住宅では、実際に
多くの人が被害を免れています。

○消防職員が戸別訪問します
対象　管内の全戸建住宅
期間　11月中旬～平成27年３月末

○悪質訪問販売にご注意を
　住宅用火災警報器の設置義務化に伴い、全国で
消防署員を名乗るなどの悪質な手口の訪問販売が
多発しています。
　消防職員が訪問販売や特定の業者に紹介すること
はなく、罰金を徴収するようなこともありませんので注
意してください。
　不審に思った場合は、消防
署や春日市消費生活センター
（ ☎（584）1155（F兼 用 ））
に連絡してください。
○住宅用火災警報器は維持管理が必要です
　「いざ」というときのため、点検をしましょう。また、住
宅用火災警報器の交換時期を確認しましょう。

問い合わせ先　同本部予防課予防係
☎（584）1195　F（584）1200

※警報器の設置場所や購入方法などは、最寄りの消防
署にお尋ねください。

男女共同参画センターのロゴマークを募集します
人権政策課 男女共同参画・消費生活担当　☎（584）1201　F（584）1181

◁
消
防
署
員
の
冬
季

　
制
服
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司
書
業
務
全
般
に
携
わ
る
嘱
託
職
員
を
募
集
し

ま
す
。

対
象　

図
書
館
法
に
規
定
す
る
司
書
資
格
を
有
す
る

人

任
用
期
間　

平
成
26
年
４
月
１
日
〜
27
年
３
月
31
日

勤
務
日
数　

週
５
日（
土
・
日
曜
日
、祝
日
勤
務
あ
り
）

勤
務
時
間　

３
勤
務
形
態
の
交
代
制（
途
中
60
分
の

休
憩
あ
り
）

Ａ　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

Ｂ　

午
前
10
時
〜
午
後
６
時
30
分

Ｃ　

正
午
〜
午
後
８
時
30
分

勤
務
場
所　

市
民
図
書
館

報
酬　

月
額
17
万
２
０
０
０
円
程
度（
有
給
休
暇
・
社

会
保
険
あ
り
、賞
与
・
交
通
費
支
給
な
し
）

募
集
人
員　

若
干
名

選
考
方
法　

▽
１
次　

書
類
審
査
・
作
文

▽
２
次　

面
接（
１
月
下
旬
予
定
）

※
２
次
面
接
は
書
類
審
査
の
上
、後
日
、日
程
を
連
絡

し
ま
す

応
募
方
法　

平
成
26
年
１
月
15
日
㈬（
必
着
）ま
で

に
、①
作
文「
私
が
春
日
市
民
図
書
館
で
や
っ

て
み
た
い
こ
と
」（
８
０
０
字
以
内
）、②
司
書

資
格
証（
写
し
）ま
た
は
単
位
修
得
証
明
書
、

③
市
販
の
履
歴
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
た

も
の
、④
返
信
用
封
筒（
住
所
、氏
名
を
記
入

し
、１
４
０
円
分
の
切
手
を
貼
っ
た
角
２
号

封
筒
）を
提
出
す
る（
郵
送
可
）

応
募
先　

市
民
図
書
館（
〒
816
ー
０
８
３
１
大
谷

６
ー
24
）

図書館司書（嘱託）を募集します
社会教育課 図書館担当 　☎（584）4646　F（584）3900

平成26年春日市成人式
　20歳の門出を祝う成人式を行います。
　当日は式典の他、成人式実行委員会による企画や
集合写真の撮影を行います。
対象　平成５年４月２日～６年４月１日に生まれた

人
※11月30日現在で、春日市に住民登録がある対象者
には、案内状を送付しています。なお、市外に住ん
でいる新成人も出席できます（事前申込不要）。市
ウェブサイトにも成人式の案内を掲載していま
す。

日時　平成26年１月13日㈪

午前10時～正午（開場／午前９時30分）
場所　ふれあい文化センター新館スプリングホール
（大谷６ｰ24）

※なるべく公共交通機関を利用してください。
※受け付けはありませんので、各自入場してくださ
い。
※介助など特別な理由がある場合を除き、新成人以
外の入場は控えてください。
問い合わせ先　社会教育課社会教育担当

☎（575）4121　F（593）7380
syakai@city.kasuga.fukuoka.jp

コミュニティバス「やよい」
離合の際はご協力を

　バスは、後方の安全確認が難しく、事故防止の
ため、バックすることができません。
　狭い道路では、コミュニティバスやよいとの離合
（すれ違い）の際に、ご協力をお願いします。
問い合わせ先　都市計画課計画担当

☎（584）1111　
F（584）1143

第9次春日市交通安全計画の公表
　交通事故の現状を踏まえ、市内の交通安全対
策として重点的に取り組むべき施策の方向を示し
た「第9次春日市交通安全計画（平成27年度末ま
で）」を、市ウェブサイトと情報公開コーナー（市役
所2階）で公表（各公民館にも配布）しています。
　今回の計画では、新たに自転車運転のマナー
アップに関する項目を「重点施策」として追加して
います。ぜひ確認してください。
問い合わせ先　道路防災課道路管理担当

☎（584）1111　F（584）1143
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春日市の子どもたちが大活躍！

福岡地域アンビシャス体験フェスティバル
　10月 27 日、天神中央公園で、アンビシャス体験フェスティバル（福岡地域ア
ンビシャス体験フェスティバル実行委員会主催）が行われました。
　約 2500 人が参加し、ステージ発表や広場対抗競技、子どもが自分自身で仕事
を探し、働き、給料（アンビ通貨）を得て買い物をするアンビ村など、さまざまな
体験活動や交流が行われました。
　広場対抗競技では、長縄跳び、箸りんぴっく、輪投げの 3種目が行われました。長縄跳びでは、春日西アンビシャ
ス広場が準優勝。また、箸りんぴっくでは、すぐっ子アンビシャス広場の２チームが、優勝、準優勝をするなど、健
闘しました。この他、アンビ村やダブルダッチ（長縄跳びを使ったダンスパフォーマンス）のステージなどでも、春日
市の子どもと大人が活躍しました。　　　　 

△各種競技で優秀な成績を収めた
　すぐっ子アンビシャス広場

子どもたちを守れ！

春日市安全安心まちづくりふれあい教室
児童が防犯意識を高め、犯罪被害に遭わないようにと、11 月 8日、
春日南小学校で、安全安心まちづくりふれあい教室（筑紫野警察署主催）
が行われました。
今回は、1～ 4年生を対象に、児童と警察官による寸劇を通じて、不
審者への対処方法や 110 番の仕方について説明。その後、警察音楽隊
の演奏とパトロール出発式が行われました。児童にとって、身の守り方
を学ぶとともに、お巡りさんや地域のボランティアの人々の見守りのお
かげで、安全に通学できていることを知る良い機会となりました。

春
が

審
の
を
か

▷
劇
を
通
じ
て
楽
し
く
防
犯
を
指
導

す
る
警
察
官

　　　

　10月 26 日、クローバープラザ体育館で、全国レクリエーション・

福岡大会の種目別全国交流大会（公益財団法人日本レクリエーション

協会主催）として、第 16回 F
ふ く お か

UKUOKAふれあいフェスティバル全国

大会車椅子レクダンス（NPO法人車椅子レクダンス普及会主管）が行わ

れました。

　井上市長による歓迎の挨拶の後、精華女子高校吹奏楽部の演奏で開幕。全国から集った参加者やボランティアスタッ

フ、さらには韓国からの参加者たちも含め、総勢約 500人が、自衛隊音楽隊の演奏に合わせて、一緒にダンスを楽

しみました。フォークダンスタイムでは、ビューティフルサンデーの曲に合わせ、じゃんけんをして次の踊り手と交

代したり、目と目を合わせて笑顔で握手したりと、とても楽しそうな様子。見ていた私も思わず仲間入りして、とて

も心地のよい汗をかきました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   　（広報レポーター　鬼
おにづか

塚文
ふみ こ

子）

FUKUOKAふれあいフェスティバル全国大会

車椅子レクダンス ◁
み
ん
な
一
緒
に
曲
に
合
わ
せ
て

楽
し
く
ダ
ン
ス
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得丸優太さん、今富大暉さん

善行者として表彰を受けました
　平成 25年度善行者表彰式（筑紫地区少年愛護連盟主催）が 11月 14日、
ミリカローデン那珂川で行われました。この表彰式は、他の模範となる行動
をとった筑紫地区の小・中学生や高校生を表彰するもので、春日市からは
得
とくまる

丸優
ゆ う た

太さん（春日北中学校 1年生）と今
いまとみ

富大
だ い き

暉さん（同）2人が表彰されました。
　2人は 6月中旬の午後、帰宅途中に道で立ち往生している高齢者を見つけました。自宅や帰り道が分からない
様子で、何か手がかりはないかと一緒に考えながらずっと付き添った後、巡回に来た教師に事情を説明し、警察に連
絡を入れてもらい無事に保護してもらったことが受賞の理由です。
　生徒会副会長として日頃から全校生徒のために尽力している得丸さんと、将来は人から喜ばれるような仕事に就き
たいと話す今富さんは、今回の表彰を受け「今後も、今回と同じように困っている人を見かけたら、ぜひ助けたいと
思います」と少しはにかんだ様子で話してくれました。
　

た

◁
表
彰
を
受
け
た
得
丸
さ
ん
（
写
真
右
）

と
今
富
さ
ん

宝町地区自治会が優勝

青パト安全運転競技会
11 月 11日、南福岡自動車学校で、青パト安全運転競技会（筑
紫地区安全安心まちづくり推進協議会主催）が開催されました。
当日は、筑紫地区 4市 1町（春日市、大野城市、筑紫野市、太宰府市、
那珂川町）で地域の防犯活動に取り組む 16 チーム 48 人が参加し、

パトロールの際の安全運転の技術を競いました。
　春日市からは、宝町、天神山の各地区自治会と市職員青パト隊が参加し、優秀な成績を収めました。
団体の部　▷第 1位　宝町地区自治会
個人の部（敬称略）　▷第 1位　金

かねこ

子隆
たか じ

次（宝町地区自治会）▷第 2位　秋
あきやま

山克
かつ み

己（宝町地区自治会）

▷
入
賞
を
喜
ぶ
受
賞
者（
左
か
ら
東
あ
ず
ま

さ
ん
、金
子
さ
ん
、秋
山
さ
ん
）

みんなできれいなまちづくり

秋のクリーン作戦
　11月 10日、市内全域で、春日市自治会連合会主催のクリーン作戦が
行われました。
　これは、日頃利用している道路や公園などをきれいにするとともに、
ポイ捨て防止など、市民一人一人のマナーアップも目指そうと、春と秋
の年２回行われているものです。
　前日からの悪天候にもかかわらず、33地区が実施。当日は子どもから大人まで多くの市民が参加し、道路に落ち
ているごみを拾ったり、落ち葉を掃いたりする姿が市内各地で見られました。

◁
協
力
し
て
駐
車
場
の
清
掃
を
行
う

小
倉
東
地
区
の
皆
さ
ん

10市 報 か す が
平成25年12月15日



石川正人さん、西　康博さん

全国障害者スポーツ大会で堂々入賞
　9月と 10月に東京で行われた全国障害者スポーツ大会のボートの部で
石
いしかわ

川正
ま さ と

人さんが、水泳の部で西
にし

　康
やすひろ

博さんが、それぞれ入賞し、その報告
のため、11月 12日に市役所を訪れました。
　元自衛官である石川さんは、9年前に両足を負傷し、車椅子での生活と
なりました。リハビリのため 7年前に水泳を始め、その後ボート競技にも
挑戦。そしてこの度、40歳以上の２部の個人戦 1000mで 1位、300m
で 3位、団体戦リレー 1200mの部で 2位を獲得しました。
　西さんは、左前腕を失い障害認定を受けています。水泳を始めたのは 1年半前ですが、今大会では、39歳以下の
１部 25m自由形で 1位、50m平泳ぎで 2位を獲得しました。
　県の記録会で出会った二人は、共に福岡チャレンジャーという水泳チームに所属し、クローバープラザなどで互い
に刺激を受け合いながら、日夜、練習に励んでいます。
　石川さんは今回の記録に対して、「努力は裏切りません」と喜びを語り、また、「障がいを持って内にこもってしま
う若者が多くいます。その人たちに勇気を与えられたらという気持ちで、車椅子で出歩き声掛けを行っています」と
話しました。
　西さんは、「実のところ今回のタイムに納得はいっていません。もっと上を目指し練習していきたいと思っています」
と今後の抱負を語りました。

◁
受
賞
の
喜
び
を
市
長
に
報
告
す
る

石
川
さ
ん
（
右
か
ら
２
番
目
）
と

西
さ
ん
（
左
か
ら
２
番
目
）

大会結果をお知らせします

春日市走ろう大会（子ども）

上位入賞者・団体　※左から1位、2位、3位　※敬称略
【400mの部】
就学前男子　中

なかがわ

川誠
せい た

多、浦
うらた

田真
ま こ と

心人、浦
うらた

田淳
じゅんぺい

平
就学前女子　山

やまむろ

室美
みづ き

月、金
かなもと

本沙
さ や

也、安
やすにわ

庭結
ゆ な

菜
【1㎞の部】
小学1年生男子　島

しまむら

村真
まな と

登、佐
さ   こ   の ゆたか

古野豊、大
おおなり

成俊
しゅんすけ

輔
小学1年生女子　古

ふるや

谷結
ゆう き

希、釘
くぎみや

宮未
み お

桜、青
あおき

木伶
り こ

心
小学2年生男子　権

ごんどう

藤士
し き

貴、原
はらだ

田昂
こうせい

征、梅
うめだ

田悠
ゆうたろう

太郎
小学2年生女子　別

べっとう

當映
ひい ろ

彩、花
はなだ

田胡
くる み

桃、石
いしばし

橋梨
り お

央
小学3年生男子　平

ひらおか

岡昇
しょうた

大、森
もりさき

﨑輝
てるあき

明、鹿
かのめ

目健
たけ る

流
小学3年生女子　前

まえさき

﨑葉
はづ き

月、松
まつき

木心
み ゆ

優、山
やました

下華
か ほ

穂
【2.2㎞の部】
小学4年生男子　橋

はしもと

本涼
りょうま

真、別
べっとう

當優
ゆう ま

央、渡
わたなべ

部匠
たく み

海
小学4年生女子　元

もとき

木紅
この は

葉、梅
うめだ

田珠
たま き

希、久
ひさもと

本眞
ま こ

子

小学5年生男子　松
まつお

尾将
まさ や

哉、佐
さがわ

川尚
なお や

哉、川
かわの

野　晴
なる

小学5年生女子　稲
いなよし

𠮷百
も も か

桃佳、永
ながつゆ

露　葵
あおい

、亀
かめ い

井里
りお ん

苑
小学6年生男子　境

さかいだ

田飛
つば さ

翔、樋
ひぐち

口　直
なお

、坂
さかもと

本壮
そうすけ

佑
小学6年生女子　今

いまむら

村麻
まり ん

鈴、石
いしかわ

川愛
あい り

梨、佐
さとう

藤萌
も え

恵
中学生男子　青

あおき

木幸
たかひろ

弥、井
いのうえ

上翔
しょうた

太、石
いしばし

橋英
ひでとし

俊
中学生女子　岡

おかべ

部美
み ゆ

優、月
つきの

野敬
きょうこ

子、山
やまぐち

口真
ま み

実
【駅伝の部】
小学生　春日野ライオンズ、春日野サッカー、春日原ス

ポーツ少年団
中学生男子　春日野Ａレジェンド、春日中陸上部、ミラ

クルボンバー
中学生女子　春日野中、春日中陸上部、春日南中学校女

子陸上部

まつお ま さ や さ が わ な お や か わ の なる

◁
か
す
が
く
ん
と
あ
す
か
ち
ゃ
ん

　

か
ら
参
加
賞
を
も
ら
う
園
児
た
ち

　11 月 17 日、白水大池公園で、春日市走ろう大会の子ども部
門を行い、約 530人が参加しました。木々が赤く色付く公園内を、
5歳から中学生までの子どもたちが精一杯走り抜きました。
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イ
ベ
ン
ト

福
岡
共
同
公
文
書
館

第
３
回
企
画
展

　

同
館
は
、企
画
展「
時
代
と
と
も
に
発

展
し
た
福
岡
県
の
交
通
〜
鉄
道
軌
跡
を

中
心
に
〜
」を
開
催
し
ま
す
。

　

昨
年
夏
に
開
催
し
た
企
画
展「
公
文

書
で
ひ
も
と
く
福
岡
県
の
石
炭
産
業
〜

山や
ま
も
と本
作さ

く
べ
え

兵
衛
作
品
と
と
も
に
〜
」に
関

連
し
て
、鉄
道
網
が
発
達
し
た
背
景
や

福
岡
県
に
お
け
る
近
代
交
通
シ
ス
テ
ム

の
形
成
と
発
展
に
つ
い
て
、当
館
に
移

管
さ
れ
た
特
定
歴
史
公
文
書
や
行
政
資

料
を
基
に
紹
介
し
ま
す
。

　

入
館
は
無
料
で
す
。

期
間　

平
成
26
年
１
月
７
日
㈫
〜
３
月

23
日
㈰（
月
曜
日
・
祝
日
休
館

（
そ
の
日
が
月
曜
日
に
当
た
る

と
き
は
そ
の
翌
日
））

時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

場
所　

同
館
１
階
展
示
室（
筑
紫
野
市

上か
み
こ
が

古
賀
１
ー
３
ー
１
）

問
い
合
わ
せ
先　

同
館

☎（
９
１
９
）６
１
６
６

F（
９
１
９
）６
１
６
８

「
ま
ご
こ
ろ
製
品
」

大
規
模
販
売
会

　

県
は
、「
ま
ご
こ
ろ
製
品
」と
名
付
け

た
障
が
い
者
が
作
る
パ
ン
や
お
菓
子
、

ジ
ャ
ム
な
ど
の
食
品
、縫
製
品
や
木
工

品
、陶
芸
品
な
ど
の
製
品
の
展
示
、販
売

会
を
開
催
し
ま
す
。ま
た
、障
が
い
者
が

製
作
す
る
絵
画
や
書
画
な
ど
の
作
品
の

展
示
も
行
い
ま
す
。

日
時　

平
成
26
年
１
月
22
日
㈬
〜
26
日

㈰午
前
10
時
〜
午
後
８
時（
最
終

日
は
午
後
６
時
ま
で
）

場
所　

福
岡
三
越
９
階
催
物
会
場（
福

岡
市
中
央
区
天て

ん
じ
ん神
２
ー
１
ー

１
）

内
容　
「
ま
ご
こ
ろ
製
品
」の
販
売
、飲

食
コ
ー
ナ
ー
、障
害
者
施
設
が

提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
の
紹
介

コ
ー
ナ
ー
、ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン

ト
、障
が
い
者
が
制
作
す
る
作

品
の
展
示

問
い
合
わ
せ
先　

県
福
祉
労
働
部
障
害

者
福
祉
課
自
立
支
援
係

☎（
６
４
３
）３
２
６
３

福　

祉

日
本
赤
十
字
社
福
岡
県
支
部

救
急
法
基
礎
講
習

　

同
支
部
は
、手
当
の
基
本
、人
工
呼
吸

や
胸
骨
圧
迫
の
方
法
、Ａ
Ｅ
D
を
用
い

た
除
細
動
な
ど
の
救
命
手
当
の
知
識
と

技
術
を
学
ぶ
た
め
の
講
習
会
を
開
催
し

ま
す
。

対
象　

満
15
歳
以
上
で
講
習
に
耐
え
得

る
体
力
と
健
康
状
態
で
あ
る
人

日
時　
平
成
26
年
２
月
６
日
㈭
〜
７
日
㈮

午
後
７
時
〜
９
時

場
所　

同
支
部（
福
岡
市
南
区
大お

お
ぐ
す楠

３
ー
１
ー
１
）

教
材
費　

１
５
０
０
円（
保
険
料
な
ど

を
含
む
実
費
）

定
員　

30
人（
申
込
多
数
の
場
合
抽
選
）

申
込
方
法　

12
月
24
日
㈫
〜
平
成
26

年
１
月
17
日
㈮
に
、イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
、往
復
ハ
ガ
キ
、フ
ァ
ッ

ク
ス
の
い
ず
れ
か
で
申
し
込
む

※
ハ
ガ
キ
の
場
合
、往
信
裏
面
に
講
習

会
場
・
日
程
、郵
便
番
号
・
住
所
、氏
名

（
ふ
り
が
な
）、生
年
月
日
、性
別
、職

業
、電
話
番
号（
必
ず
連
絡
が
と
れ
る

番
号
）を
、復
信
表
面
に
、住
所
、氏
名

を
明
記
し
て
く
だ
さ
い（
フ
ァ
ッ
ク

ス
の
場
合
、返
信
先
の
フ
ァ
ッ
ク
ス

番
号
を
明
記
）。

※
後
日
、受
講
の
可
否
を
返
送
し
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
支
部　

救

急
法
講
習
会
申
込
係（
〒
815
ー

８
５
０
３
福
岡
市
南
区
大
楠

３
ー
１
ー
１
）

☎（
５
２
３
）１
１
７
２

F（
５
２
１
）２
５
５
２

http
://w

w
w
.fukuo

ka.jrc.
or.jp/

ひ
と
り
親
家
庭
の
親
子

ク
リ
ス
マ
ス
会

　

春
日
市
母
子
寡
婦
福
祉
会
は
、ひ
と

り
親
家
庭
の
親
子
を
対
象
に
ク
リ
ス
マ

ス
会
を
行
い
ま
す
。

日
時　

12
月
21
日
㈯

午
後
６
時
30
分
〜
９
時

場
所　

春
日
市
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
２

階（
昇
町
３
ー
１
０
１
）

内
容　

ク
リ
ス
マ
ス
会（
食
事
・
ビ
デ
オ

鑑
賞
・
懇
談
会
・
抽
選
会
）

参
加
費　

１
世
帯
５
０
０
円

申
込
方
法　

12
月
19
日
㈭
ま
で
に
、電

話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
参
加
者
全

員
の
氏
名
、年
齢
、電
話
番
号
を

伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
会
白
水
大

池
公
園
内
虹
の
売
店

☎（
５
９
６
）９
９
２
５（
F
兼
用
）

F（
６
４
３
）３
３
０
４

健　

康

気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い

栄
養
相
談

　

生
活
習
慣
病
や
子
ど
も
の
食
事
が
気

に
な
る
人
な
ど
、食
生
活
に
関
す
る
悩

み
に
つ
い
て
、管
理
栄
養
士
が
無
料
で

相
談
に
応
じ
ま
す
。

　

前
日
ま
で
に
予
約
が
必
要
で
す
。

　

詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
。　

日
時　

12
月
18
日
㈬
、平
成
26
年
１
月

16
日
㈭

午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30
分
の

う
ち
１
時
間
程
度

場
所　

い
き
い
き
プ
ラ
ザ
３
階
会
議
室

（
昇
町
１
ー
１
２
０
）

予
約
・
問
い
合
わ
せ
先　

健
康
課
保
健

指
導
担
当

☎（
５
０
１
）１
１
３
４

F（
５
０
１
）０
０
５
１

www.city.kasuga.fukuoka.jp
春日市役所 ☎（584）1111
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子
育
て

お
出
掛
け
デ
ビ
ュ
ー
し
ま
せ
ん
か

「
は
じ
め
ま
し
て
♪
あ
か
ち
ゃ
ん
」

　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、お
出
掛

け
デ
ビ
ュ
ー
や
、友
達
づ
く
り
を
応
援

し
て
い
ま
す
。

　

月
齢
が
近
い
親
子
同
士
で
、さ
ま
ざ

ま
な
交
流
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

対
象　

平
成
25
年
７
〜
10
月
生
ま
れ
の

子
ど
も
と
そ
の
保
護
者（
２
日

間
と
も
参
加
で
き
る
人
）

日
時　

平
成
26
年
１
月
８
日
㈬
・
15
日

㈬午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

場
所　

す
く
す
く
プ
ラ
ザ（
須
玖
南

２
ー
１
２
０
）

内
容　

親
子
あ
そ
び（
タ
ッ
チ
ケ
ア
な

ど
）、保
護
者
同
士
の
交
流
会
、

保
育
士
・
保
健
師
に
よ
る
相
談

（
希
望
者
の
み
）　

※
き
ょ
う
だ
い
児
の
託
児
、参
加
は
で

き
ま
せ
ん
。

定
員　

12
組（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　

12
月
17
日
㈫
〜
24
日
㈫
に

電
話
、フ
ァ
ッ
ク
ス
、Ｅ
メ
ー
ル

の
い
ず
れ
か
で
居
住
地
区
、電

話
番
号
、子
ど
も
の
名
前
・
生
年

月
日
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

子
育
て
支
援

課

☎（
５
８
４
）１
０
１
０

F（
５
８
４
）７
７
３
９

ko
so
d
ate@

city.kasuga.
fukuoka.jp

参
加
者
募
集

パ
パ
マ
マ
教
室

　

夫
婦
で
こ
れ
か
ら
の
出
産
や
育
児
に

つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

対
象　

妊
娠
経
過
が
順
調
で
、出
産
予

定
日
が
３
・
４
月
の
妊
婦
と
そ

の
夫

※
初
産
の
人
を
優
先
し
ま
す
。

日
時　

平
成
26
年
１
月
18
日
㈯

　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30
分

場
所　

い
き
い
き
プ
ラ
ザ（
昇
町
１
ー

１
２
０
）

内
容

▽
助
産
師
に
よ
る
話「
お
産
の
仕
組
み

と
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
」

▽
育
児
実
技（
も
く
浴
実
習
な
ど
）

参
加
費　

１
組
４
０
０
円

定
員　

16
組（
申
込
多
数
の
場
合
抽
選
）

持
っ
て
く
る
も
の　

母
子
健
康
手
帳

申
込
方
法　

平
成
26
年
１
月
６
日
㈪

（
必
着
）ま
で
に
、往
復
ハ
ガ
キ

に
住
所
、氏
名（
夫
婦
）、年
齢
、

電
話
番
号
、出
産
予
定
日
を
書

い
て（
返
信
用
ハ
ガ
キ
に
は
住

所
、氏
名
を
書
い
て
裏
面
は
白

紙
）送
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

健
康
課
保
健

指
導
担
当「
パ
パ
マ
マ
教
室
申

込
受
付
」係（
〒
816
ー
０
８
５
１

　

昇
町
１
ー
１
２
０
い
き
い
き

プ
ラ
ザ
内
）

☎（
５
０
１
）１
１
３
４

F（
５
０
１
）０
０
５
１

離
乳
食
教
室

参
加
者
募
集

　

赤
ち
ゃ
ん
の
食
事
の
量
や
内
容
で

悩
ん
で
い
る
人
の
た
め
に
、離
乳
食
の

作
り
方
や
進
め
方
の
教
室（
離
乳
食
中

期
以
降
の
話
が
中
心
）を
行
い
ま
す
。

　

託
児（
１
人
３
０
０
円
・
先
着
15
人
）

も
あ
り
ま
す
。

対
象　

６
〜
８
カ
月
の
子
ど
も
を
持
つ

保
護
者

日
時　

平
成
26
年
１
月
21
日
㈫

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

（
受
付
／
午
後
１
時
〜
）

場
所　

い
き
い
き
プ
ラ
ザ（
昇
町
１
ー

１
２
０
）

材
料
費　

２
０
０
円

定
員　

20
人（
申
込
先
着
順
）

持
っ
て
く
る
も
の　

母
子
健
康
手
帳
、

エ
プ
ロ
ン
、三
角
巾
、手
拭
き
タ

オ
ル
、託
児
に
必
要
な
道
具（
記

名
済
み
の
も
の
）

申
込
方
法　

12
月
16
日
㈪
〜
27
日
㈮

に
、電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
住

所
、氏
名
、電
話
番
号
、子
ど
も

の
生
年
月
日
、託
児
の
有
無
を

伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

健
康
課
保
健

指
導
担
当

☎（
５
０
１
）１
１
３
４

F（
５
０
１
）０
０
５
１

講
演
講
座

子
ど
も
歴
史
ク
ラ
ブ

餅
つ
き・羽
根
つ
き
で
お
正
月
を

　

奴
国
の
丘
歴
史
資
料
館
で
、餅
つ
き
、

羽
根
つ
き
を
し
ま
す
。昔
の
道
具
を

使
っ
て
、人
々
の
知
恵
や
暮
ら
し
を
感

じ
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

大
人
も
子
ど
も
も
参
加
で
き
ま
す
。

小
学
４
年
生
以
上
で
あ
れ
ば
子
ど
も
だ

け
の
参
加
も
で
き
ま
す
。

日
時　

平
成
26
年
１
月
18
日
㈯

午
前
９
時
〜
午
後
１
時  

場
所　

同
資
料
館（
岡
本
３
ー
57
）

参
加
費　

１
０
０
円

定
員　

30
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　

12
月
18
日
㈬
〜
平
成
26
年

１
月
17
日
㈮
に
、電
話
、フ
ァ
ッ

ク
ス
、直
接
窓
口
の
い
ず
れ
か

で
住
所
、氏
名
、電
話
番
号
、年

齢
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
資
料
館

☎（
５
０
１
）１
１
４
４

F（
５
７
３
）１
０
７
７

年
末
年
始
の
侵
入
盗
に
注
意

　

外
出
の
機
会
が
増
え
る
年
末
年
始

は
、空
き
巣
な
ど
の
侵
入
盗
が
多
発

す
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。被
害
に
遭

わ
な
い
た
め
に
、犯
罪
の
手
口
と
防

犯
の
方
法
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

手
口

▽
無
施
錠
の
玄
関
や
窓
か
ら
侵
入

▽
窓
ガ
ラ
ス
を
割
っ
て
侵
入

▽
合
鍵
を
使
っ
て
侵
入

防
犯
の
ポ
イ
ン
ト

▽
ご
み
捨
て
な
ど
、短
時
間
の
外
出

で
も
鍵
を
か
け
る

▽
高
層
階
で
も
油
断
せ
ず
、ベ
ラ
ン

ダ
窓
の
鍵
を
掛
け
る

▽
足
場
に
な
る
よ
う
な
物
を
家
の
周

り
に
置
か
な
い

▽
補
助
錠
、防
犯
フ
ィ
ル
ム
な
ど
の

防
犯
グ
ッ
ズ
を
活
用
す
る

▽
合
鍵
は
郵
便
受
け
な
ど
に
隠
さ

ず
、し
っ
か
り
保
管
す
る

▽
長
期
間
外
出
す
る
と
き
は
、留
守

を
悟
ら
れ
な
い
よ
う
新
聞
な
ど
は

止
め
る

▽
近
所
で
見
知
ら
ぬ
人
を
見
掛
け
た

ら
、挨
拶
す
る
な
ど
声
を
掛
け
る

地
域
づ
く
り
課
地
域
づ
く
り
担
当

☎（
５
８
４
）１
１
１
１

F（
５
８
４
）１
１
５
３

筑
紫
野
警
察
署
安
全
安
心
ま
ち
づ
く

り
推
進
室

☎（
９
２
９
）０
１
１
０（
F
兼
用
）

安
心

安
全
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午
前
９
時
30
分
〜
正
午
、午

後
１
時
30
分
〜
４
時

○
庭
造
り
の
基
礎
知
識

　

日
時　

平
成
26
年
１
月
26
日
㈰

　
　
　
　

午
前
９
時
30
分
〜
正
午
、午

後
１
時
30
分
〜
４
時

場
所　

同
セ
ン
タ
ー（
久
留
米
市
田
主

丸
町
益ま

す
お
だ

生
田
１
１
２
５
）

定
員　

両
日
、各
時
間
帯
と
も
各
40
人

（
先
着
順
）

申
込
方
法　

い
ず
れ
も
同
セ
ン
タ
ー
に

電
話
で
申
し
込
む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
セ
ン
タ
ー

（
月
曜
休
館
）

☎
０
９
４
３（
７
２
）１
１
９
３

F
０
９
４
３（
７
２
）１
５
５
８

筑
紫
保
健
福
祉
環
境
事
務
所

成
人
期
の
ひ
き
こ
も
り
講
演
会

　

社
会
的
ひ
き
こ
も
り
や
ひ
き
こ
も
り

が
ち
な
人
を
支
え
る
家
族
・
地
域
の
支

援
者（
関
係
機
関
職
員
）を
対
象
と
し
た

ひ
き
こ
も
り
に
関
す
る
講
演
会
で
す
。

　

ま
た
、福
岡
県
ひ
き
こ
も
り
地
域
支

援
セ
ン
タ
ー
の
紹
介
も
行
い
ま
す
。

日
時　

平
成
26
年
１
月
９
日
㈭

午
後
２
時
〜
４
時（
受
付
／
午

後
１
時
30
分
〜
）

場
所　

筑
紫
総
合
庁
舎
大
会
議
室（
大

野
城
市
白し

ら
き
ば
る

木
原
３
ー
５
ー
25
）

演
題　

ひ
き
こ
も
り
に
つ
い
て
〜
家
族

が
知
っ
て
お
き
た
い
本
人
の
こ

こ
ろ
〜

講
師　

中な
か
ざ
わ澤

武た
け
し志

さ
ん（
聖
ル
チ
ア
病

院
医
師
）

定
員　

50
人

申
込
方
法　

平
成
26
年
１
月
６
日
㈪
ま

で
に
、電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で

申
し
込
む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
事
務
所
健

康
増
進
課
精
神
保
健
係

☎（
５
１
３
）５
５
８
５

F（
５
１
３
）５
５
９
８

福
岡
地
区
職
業
訓
練
協
会

職
業
訓
練
生
募
集 

　

同
校
の
訓
練
生
を
募
集
し
ま
す
。

○
パ
ソ
コ
ン「
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト　

オ

フ
ィ
ス　

ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト　

エ
ク

セ
ル
２
０
１
０
試
験
対
策
」講
習

訓
練
日
時　

平
成
26
年
２
月
８
日

㈯
・
15
日
㈯
・
22
日
㈯（
全
３

回
）

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時

30
分

場
所　

福
岡
商
工
会
議
所
ビ
ル
２
階

（
福
岡
市
博
多
区
博は

か
た
え
き
ま
え

多
駅
前

２
ー
９
ー
28
）

受
講
料　

２
万
円（
テ
キ
ス
ト
代
、消

費
税
含
む
）

定
員　

20
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　

平
成
26
年
１
月
６
日
㈪

午
前
９
時
以
降
、同
協
会
に

電
話
で
申
し
込
む

○
ガ
ス
溶
接
技
能
講
習

訓
練
日
時　

平
成
26
年
２
月
８
日

㈯
・
９
日
㈰（
全
２
回
）

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

30
分

場
所　

同
協
会（
福
岡
市
東
区
千ち

は
や早

５
ー
３
ー
１
）

受
講
料　

８
０
０
０
円（
材
料
代
、消

費
税
含
む
）、テ
キ
ス
ト
代
別

途
８
０
０
円

定
員　

60
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　

平
成
26
年
１
月
７
日
㈫

午
前
９
時
以
降
、同
協
会
に

電
話
で
申
し
込
む

○
ア
ー
ク
溶
接
特
別
教
育
講
習

訓
練
日
時　

平
成
26
年
２
月
16
日

㈰
・
23
日
㈰
・
３
月
２
日
㈰

（
全
３
回
）

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

場
所　

同
協
会

受
講
料　

１
万
３
０
０
０
円（
テ
キ

ス
ト
代
、材
料
代
、消
費
税
含

む
）

定
員　

30
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　

平
成
26
年
１
月
８
日
㈬

午
前
９
時
以
降
、同
協
会
に

電
話
で
申
し
込
む

○
パ
ソ
コ
ン「
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
」講
習

訓
練
日
時　

平
成
26
年
２
月
23
日

㈰
・
３
月
２
日
㈰
・
９
日
㈰

（
全
３
回
）

午
前
10
時
〜
午
後
４
時
30
分

場
所　

同
協
会（
最
終
日
は
午
後
４

時
ま
で
）

受
講
料　

１
万
６
０
０
０
円（
テ
キ

ス
ト
代
、消
費
税
含
む
）

定
員　

20
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　

平
成
26
年
１
月
９
日
㈭

午
前
９
時
以
降
、同
協
会
に

電
話
で
申
し
込
む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
協
会

☎（
６
７
１
）６
８
３
１

F（
６
７
２
）２
１
３
３

募　

集

福
岡
県
農
業
大
学
校

平
成
26
年
度
研
修
生
募
集 

　

同
校
は
、県
内
で
就
農
を
志
す
人
、就

農
し
て
間
も
な
い
農
業
者
、品
目
転
換

を
志
す
農
業
者
を
対
象
と
し
た
短
期
間

で
の
技
術
習
得
を
目
指
す
研
修
生
を
募

集
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
。

募
集
科　

研
修
科（
野
菜
、花
き
）

定
員　

20
人
程
度

研
修
期
間　

平
成
26
年
４
月
か
ら
６
カ

月
以
上
１
年
以
内（
品
目
ま
た

は
受
講
者
の
希
望
に
よ
り
８
月

受
講
開
始
も
可
）

申
込
期
間　

平
成
26
年
１
月
６
日
㈪
〜

２
月
７
日
㈮

面
接
試
験
日　

平
成
26
年
２
月
25
日
㈫

申
込
書
請
求
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
校

（
〒
818
ー
０
０
０
４
筑
紫
野
市

大
字
吉よ

し
き木
７
６
７
）

☎（
９
２
５
）９
１
２
９

F（
９
２
５
）２
４
１
１

http://w
w
w
.fuknodai.jp/

ふ
く
お
か
農
林
漁
業

新
規
就
業
セ
ミ
ナ
ー・就
業
相
談
会

　

農
林
漁
業
を
始
め
た
い
人
、農
林
漁

業
事
業
体
へ
の
就
業
を
希
望
す
る
人
を

対
象
と
し
た
セ
ミ
ナ
ー
・
就
業
相
談
会

で
す
。

　

参
加
は
無
料
で
申
し
込
み
も
不
要
で

す
。

日
時　

平
成
26
年
１
月
５
日
㈰

午
後
１
時
〜
４
時
30
分（
受
付

／
午
後
０
時
30
分
〜
４
時
）

場
所　

Ｊ
Ｒ
博
多
シ
テ
ィ
10
階
会
議
室

（
福
岡
市
博
多
区
博は

か
た
え
き
ち
ゅ
う
お
う

多
駅
中
央

街が
い

）

内
容　

就
業
情
報
の
提
供
、個
別
相
談

問
い
合
わ
せ
先　

県
農
林
水
産
部
経
営

技
術
支
援
課
後
継
人
材
育
成
室

☎（
６
４
３
）３
４
９
５

F（
６
４
３
）３
５
１
６

福
岡
県
緑
化
セ
ン
タ
ー

緑
化
講
習
会
参
加
者
募
集

　

同
セ
ン
タ
ー
の
緑
化
講
習
会
参
加
者

を
募
集
し
ま
す
。

　

参
加
は
無
料
で
す
。

○
庭
木
の
植
栽
と
移
植

日
時　

平
成
26
年
１
月
19
日
㈰
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県
立
久
留
米
高
等
技
術
専
門
校

建
築
科
訓
練
生
募
集

　

同
校
は
、平
成
26
年
度
の
建
築
科
訓

練
生
を
募
集
し
ま
す
。詳
し
く
は
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

対
象　

平
成
26
年
３
月
卒
業
見
込
み
者

（
中
学
、高
校
、短
大
、大
学
な

ど
）

訓
練
期
間　

平
成
26
年
４
月
〜
27
年
３

月（
１
年
間
）

募
集
期
限　

平
成
26
年
１
月
24
日
㈮

選
考
日　

平
成
26
年
２
月
14
日
㈮

授
業
料　

無
料

※
別
途
、入
校
時
教
科
書
代
な
ど
６
万

円
が
必
要
で
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
校

☎
０
９
４
２（
３
２
）８
７
９
５

F
０
９
４
２（
３
２
）８
７
９
３

実
施
し
ま
す

定
時
制
高
校
入
試
特
例
措
置

　

県
立
高
校
定
時
制
課
程（
一
部
学
校

を
除
く
）で
、満
20
歳
以
上
で
希
望
す
る

人
に
対
し
、学
力
検
査
を
行
わ
ず
、作
文

で
入
学
者
選
抜
を
行
う
特
例
措
置
を
実

施
し
て
い
ま
す
。高
校
卒
業
資
格
を
得

た
い
と
考
え
て
い
る
人
は
、問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い
。

対
象　

高
校
入
学
資
格
が
あ
る
満
20
歳

（
平
成
26
年
４
月
１
日
現
在
）以

上
の
人

願
書
配
布
場
所
・
試
験
会
場　

志
願
先

高
校

願
書
受
付
期
間　

平
成
26
年
２
月
18
日

㈫
〜
25
日
㈫（
最
終
日
は
正
午

ま
で
）

試
験
日　

平
成
26
年
３
月
11
日
㈫
、12

日
㈬

※
作
文
に
加
え
て
、面
接
を
行
う
学
校

も
あ
り
ま
す
。詳
細
は
志
願
先
高
校

に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

福
岡
県
教
育
庁
高
校

教
育
課
ま
た
は
志
願
先
高
校

☎（
６
４
３
）３
９
０
４

F（
６
４
３
）３
９
０
６

http://w
w
w
.pref.fukuoka.

lg.jp/e04/teiji.htm
l

生
徒
を
募
集
し
ま
す

県
立
福
岡
高
等
視
覚
特
別
支
援
学
校

　

同
校
は
、平
成
26
年
度
の
入
学
者
を

募
集
し
ま
す
。視
覚
に
障
が
い
が
あ
る

人（
両
目
の
矯
正
視
力
が
概
ね
０
・
３
未

満
、視
野
狭
さ
く
な
ど
が
高
度
な
視
機

能
障
が
い
）は
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

学
科　

▽
高
等
部
本
科　

普
通
科
、生
活
技
能

科
、保
健
理
療
科

▽
専
攻
科　

保
健
理
療
科
、理
療
科
、研

修
科

募
集
期
間　

平
成
26
年
２
月
３
日
㈪
〜

14
日
㈮

選
考
日　

平
成
26
年
３
月
５
日
㈬

合
格
発
表　

平
成
26
年
３
月
17
日
㈪

問
い
合
わ
せ
先　

同
校（
〒
818
ー

０
０
１
４
筑
紫
野
市
大
字
牛う

し
じ
ま島

１
５
１
）

☎（
９
２
５
）３
０
５
３

F（
９
２
５
）５
０
６
１

ogata-n@
fku.ed.jp

http://fukuh-vss.fku.ed.jp/
htm
l/

相　

談

全
国
青
年
司
法
書
士
協
議
会

全
国
一斉
労
働
ト
ラ
ブ
ル
１
１
０
番

　

同
会
司
法
書
士
が
、電
話
で
労
働
ト

ラ
ブ
ル
に
関
す
る
相
談
に
応
じ
ま
す
。

日
時　

12
月
21
日
㈯

　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
７
時

内
容　

労
働
相
談
全
般（
賃
金
、残
業

代
、解
雇
な
ど
）、借
金
問
題
、住

居
問
題
、生
活
保
護
、離
職
者
支

援
制
度
の
紹
介

相
談
電
話
番
号（
当
日
の
み
）

０
１
２
０（
６
１
０
）７
８
７

当
日
以
外
の
相
談
電
話
番
号（
毎
週
火

曜
日
午
後
８
時
〜
９
時
）

☎（
７
２
４
）９
５
０
５

問
い
合
わ
せ
先　

同
会
司
法
書
士　

永な
が
た田
和か

ず
ひ
こ彦

☎（
５
５
５
）２
２
７
６

F（
５
５
５
）２
３
７
８

問い合わせ先　環境課
☎（584）1111　F（584）1147

冬の省エネ

　冬は電気の長時間使用が増えるの
で、小まめな省エネ行動を続けるこ
とが大切です。
○暖房の温度設定を控えめに
　エアコンやファンヒーターの温
度設定の目安は20度にして、扇風
機などを併用し、天井付近の温か
い空気を室内に循環させましょ
う。
　また、こたつや電気カーペット
など、効率のよい部分暖房を活用
しましょう。室内が乾燥すると、よ
り寒く感じるので、加湿器を使用
して乾燥を防ぎましょう。

○電気ポットや炊飯ジャーの保温を
控える
　炊飯ジャーは４時間以上保温す
ると、電子レンジで温め直すより
も電気を多く使用し、風味も悪化
します。電気ポットは２時間以上
保温すると、いったん切って再沸
騰させるより電気を多く使用しま
す。

○温水洗浄便座
　便座の放熱を防ぐため、使用し
ていないときは、便座のふたを閉
めましょう。ふたが開いている場
合と閉まっている場合では、便座
表面の温度差が約３度もありま
す。

○ヒートショックに注意
　暖かい部屋からトイレや廊下な
ど寒いところに移動したときに、
心臓や血管に強いストレスを受け
脳卒中や心筋梗塞を起こすことが
あります。室内の温度差や衣服の
調整で予防しましょう。

　この冬も無理なく省エネを実践し
ましょう。
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そ
の
他

改
定
さ
れ
ま
し
た

福
岡
県
特
定（
産
業
別
）最
低
賃
金

　

平
成
25
年
10
月
18
日
に
改
定
さ
れ
た

「
福
岡
県
最
低
賃
金
」に
続
き
、「
福
岡
県

特
定
最
低
賃
金
」が
改
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

特
定
最
低
賃
金
に
該
当
し
な
い
産
業

は
、福
岡
県
最
低
賃
金（
１
時
間
当
た
り

７
１
２
円
）が
適
用
さ
れ
ま
す
。

　

最
低
賃
金
制
度
で
は
、働
く
全
て
の

人
の
賃
金
の
最
低
額
を
保
障
し
て
い
ま

す
。使
用
者
も
、労
働
者
も
必
ず
確
認
し

ま
し
ょ
う
。

発
効
日　

平
成
25
年
12
月
10
日
㈫

業
種
・
最
低
賃
金（
１
時
間
当
た
り
）

▽
製
鉄
業
、製
鋼
・
製
鋼
圧
延
業
、鋼
材

製
造
業

８
４
８
円

▽
電
子
部
品
・
デ
バ
イ
ス
・
電
子
回
路
、

電
気
機
械
器
具
、情
報
通
信
機
械
器

具
製
造
業

８
０
６
円

▽
輸
送
用
機
械
器
具
製
造
業

８
２
８
円

▽
百
貨
店
、総
合
ス
ー
パ
ー

７
７
５
円

※「
百
貨
店
、総
合
ス
ー
パ
ー
」と
は
、

衣
・
食
・
住
に
わ
た
る
各
種
の
商
品

を
小
売
す
る
事
業
所
で
、そ
の
事

業
所
の
性
格
上
、い
ず
れ
が
主
た

る
販
売
商
品
で
あ
る
か
が
判
別
で

き
な
い
事
業
所
で
あ
っ
て
、従
業

者
が
常
時
50
人
以
上
の
も
の
で

す
。

▽
自
動
車（
新
車
）小
売
業

８
１
９
円

※
詳
し
く
は
、問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ
先

▽
福
岡
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金
課

☎（
４
１
１
）４
５
７
８

F（
４
１
１
）２
６
３
３

▽
福
岡
中
央
労
働
基
準
監
督
署

☎（
７
６
１
）５
６
０
５

F（
７
６
１
）５
６
１
６

ご
協
力
く
だ
さ
い

平
成
25
年
工
業
統
計
調
査

　

同
調
査
は
、統
計
法
に
基
づ
き
、我
が

国
の
工
業
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
こ

と
を
目
的
と
す
る
政
府
の
重
要
な
調
査

で
す
。調
査
結
果
は
、中
小
企
業
施
策
や

地
域
振
興
な
ど
、国
と
地
域
行
政
施
策

の
た
め
に
利
活
用
さ
れ
ま
す
。

　

平
成
25
年
の
工
業
統
計
調
査
は
、従

業
者
４
人
以
上
の
全
て
の
製
造
事
業
所

を
対
象
に
、12
月
31
日
時
点
で
実
施
し

ま
す
。

　

調
査
票
に
記
入
し
た
内
容
は
、統
計

作
成
の
目
的
以
外（
税
の
資
料
な
ど
）に

使
用
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

地
域
づ
く
り
課
商
工

農
政
担
当

☎（
５
８
４
）１
１
１
１

F（
５
８
４
）１
１
５
３

「
旅
行
先
か
ら
の
手
紙
」

　

修
学
旅
行
か
ら
帰
校
し
て
数
日

後
、宿
泊
し
た
ホ
テ
ル
の
清
掃
ス

タ
ッ
フ
の
方
か
ら
お
手
紙
を
頂

き
ま
し
た
。開
い
て
み
る
と
、「
感

動
し
た
！
」と
い
う
大
き
な
文
字
。

　
「
チ
ェ
ッ
ク
ア
ウ
ト
後
に
生
徒

の
宿
泊
部
屋
に
入
る
と
、全
て
の

部
屋
で
、シ
ー
ツ
、枕
カ
バ
ー
、タ

オ
ル
が
畳
ま
れ
、ご
み
は
撤
去
さ

れ
、浴
槽
に
髪
の
毛
１
本
落
ち
て

い
な
い
。ス
タ
ッ
フ
一
同
、こ
れ
ま

で
見
た
こ
と
が
な
い
光
景
で
大
変

感
動
し
た
」と
い
う
内
容
で
、Ａ
４

用
紙
１
枚
び
っ
し
り
と
手
書
き
で

感
謝
の
言
葉
が
述
べ
ら
れ
て
い
ま

し
た
。

　

旅
行
中
、至
る
所
で
お
褒
め
の

言
葉
を
頂
き
、帰
校
後
に
は
お
礼

の
手
紙
ま
で
。心
か
ら
生
徒
を
誇

ら
し
く
感
じ
ま
し
た
。

　

本
校
の
合
い
言
葉
は「
一
流
か

ら
超
一
流
へ
」
。さ
ら
な
る
感
動

を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
　

春
日
東
中
校
長　

古ふ
る
さ
わ澤
裕ゆ

う
じ二

　キラリと光る子ど
もたちの姿を紹介す
る「輝く子どもたち」
を始めます。偶数月
の15日号に、先生や
保護者、地域の人々
などに執筆してもら
います。次回は2月
15日号に掲載予定で
す。お楽しみに！

新コーナー開始！ 輝
く
子
ど
も
た
ち

輝
く
子
ど
も
た
ち

胸のストレッチ体操
　寒くなるこの時期、肩凝りなど
が気になる人は、毎日実践してい
きましょう。
①背中の後ろに両手を回し、手
を組む。
②ゆっくり息を吸いながら、両肘
を伸ばす。
③両肩の肩甲骨を寄せ、胸を開
く。

いきいき体操
　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、例
年
11
月
か

ら
12
月
ご
ろ
に
流
行
が
始
ま
り
、１
月

か
ら
３
月
に
流
行
の
ピ
ー
ク
を
迎
え

ま
す
。

ど
う
や
っ
て
感
染
す
る
の
？

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
感
染
し
た
人
の

咳
や
く
し
ゃ
み
な
ど
に
含
ま
れ
る
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
を
吸
い
込
ん
だ

り
、ウ
イ
ル
ス
が
付
着
し
た
手
で
口
や

鼻
に
触
っ
た
り
し
て
感
染
し
ま
す
。

　

感
染
後
、ウ
イ
ル
ス
が
喉
や
気
管

支
、さ
ら
に
は
肺
で
増
殖
し
て
い
き
ま

す
。

ど
ん
な
症
状
な
の
？

　

突
然
出
現
す
る
高
熱
、頭
痛
、関
節

痛
や
筋
肉
痛
な
ど
全
身
症
状
が
強
い

の
が
特
徴
で
、併
せ
て
喉
の
痛
み
や
咳

な
ど
の
風
邪
症
状
が
み
ら
れ
ま
す
。中

耳
炎
や
熱
性
け
い
れ
ん
、肺
炎
な
ど
の

合
併
症
を
引
き
起
こ
し
、入
院
が
必

要
な
場
合
も
あ
り
ま
す
。

予
防
法
は
？

　

手
洗
い
は
、手
や
指
な
ど
に
付
着
し

た
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
を
除
去

す
る
た
め
に
有
効
な
方
法
で
あ
り
、う

が
い
は
、口
の
中
を
洗
浄
し
ま
す
。外

出
後
の
手
洗
い・う
が
い
は
感
染
症
の

予
防
の
基
本
と
な
り
ま
す
。

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
流
行
し
て
き
た

ら
、特
に
高
齢
者
や
慢
性
疾
患
を
抱

え
て
い
る
人
は
、で
き
る
だ
け
マ
ス
ク

を
着
用
し
て
出
掛
け
る
よ
う
に
す
る

と
効
果
的
で
す
。

　

ま
た
、睡
眠
不
足
に
な
ら
な
い
よ
う

に
生
活
リ
ズ
ム
を
整
え
ま
し
ょ
う
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
注
意
！↘
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子育て支援センター
（須玖南2-120すくすくプラザ内）

☎（584）1010　F（584）7739

　
ふ
と
目
に
つ
い
た
名
言
を
、数

年
前
か
ら
ノ
ー
ト
に
記
す
よ
う
に

し
て
い
ま
す
。

　
現
在
、来
年
度
の
当
初
予
算
の

確
認
と
、12
月
議
会
の
議
案
の
説

明
と
、会
議
の
進
行
の
協
議
を
同

時
並
行
で
進
行
中
。い
ろ
い
ろ
考

え
る
こ
と
が
あ
り
す
ぎ
て
、少
々

頭
が
混
乱
気
味
で
す
。

　
こ
ん
な
と
き
に
役
立
つ
の
が
、

先
ほ
ど
の
名
言
集
の
ノ
ー
ト
で

す
。め
く
っ
て
み
る
と
、ま
ず
目
に

つ
い
た
の
は
、「
や
っ
て
み
せ
て
、

言
っ
て
聞
か
せ
て
、や
ら
せ
て
み

て
、褒
め
て
や
ら
ね
ば
人
は
動
か

じ
」と
い
う
有
名
な
言
葉
で
す
。今

で
も
通
用
す
る
実
用
的
な
内
容
だ

と
、い
つ
も
職
場
で
参
考
に
さ
せ

て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　
次
に
目
に
つ
い
た
の
は
、ア
ミ

エ
ル
と
い
う
哲
学
者
が
残
し
た
一

言
。「
将
来
を
思
い
煩
う
な
。現
在

為
す
べ
き
こ
と
を
為
せ
」。

　
さ
て
、締
め
切
り
の
早
い
仕
事

か
ら
、一
つ
ず
つ
片
付
け
て
い
き

ま
し
ょ
う
か
。
　
　
　
　
　
　
内

■相談窓口
法律・生活・行政など
◆春日市無料法律相談　☎（584）1148
第3水曜日／10時～16時／市役所／第1水曜日8時30分以降
の平日に電話予約／先着15人

◆春日市消費生活相談　☎（584）1155（F兼用）
悪質商法・多重債務・金銭トラブルなど／月～金曜日／10時
～16時／じょなさん

◆定例行政相談　☎（584）1111
国の行政に関すること／第4火曜日／10時～15時／市役所

◆福岡県交通事故相談所　☎（622）0403　☎（643）3168
月～金曜日／9時～17時（受付は16時まで）／福岡県庁
子育て・子どもの悩み、児童福祉
◆家庭児童相談室　☎（584）1015　F（584）7739
月～土曜日／9時30分～18時／子育て支援センター

◆福岡県福岡児童相談所　☎（586）0023
月～金曜日／8時30分～17時15分／電話相談は24時間受付

◆養育費に関する電話相談　☎（584）3931
月～金曜日／9時～16時／福岡県母子家庭等就業・自立支援
センター
高齢者の介護や福祉
◆北地域包括支援センター　☎（589）6227　F（589）6228
◆南地域包括支援センター　☎（595）8188　F（595）6069
月～金曜日／8時30分～17時

※日時や場所など、変更になることがありますので、事前に問い合わせてください。

人権
◆定例人権相談　☎（584）1111
第1火曜日／10時～15時／市役所

◆福岡法務局人権相談　☎（922）2881
月～金曜日／8時30分～17時15分／福岡法務局筑紫支局
女性の悩み
◆春日市男女共同参画センター　☎（584）1202
月～金曜日／8時30分～17時／じょなさん

◆暴力・DV・セクハラの相談　☎（513）7335
月～金曜日／10時～17時／ちくし女性ホットライン

◆女性総合相談　☎（584）1266
火～日曜日、第4月曜日／9時30分～16時（祝日を除く金曜日は18
時～20時30分）／福岡県男女共同参画センター「あすばる相談室」
不安・悩みごと
◆犯罪被害者相談電話「ミズ・リリーフ・ライン」　☎（632）7830
月～金曜日（祝日・年末年始除く）／9時～17時45分／福岡県警察

◆心配ごと相談　☎（581）7225
暮らしの問題や悩み／水曜日／13時～16時／市社会福祉センター

◆福岡いのちの電話　☎（741）4343
さまざまな悩みや不安／24時間受付／匿名可／インターネット相
談あり（ http://www.inochinodenwa-net.jp)

※上記以外にも、各種相談窓口を情報政策課【☎（584）1148】や市ウェブサイ
ト（ http://www.city.kasuga.fukuoka.jp）で紹介しています。

遊びについて

　赤ちゃんの遊びは、学習そのものです。「突き出た大脳」と
いわれる手足、そして全身を使って環境を探索し、環境の性
質（形、重さ、動きなど）を知り、環境に合わせた体の動かし
方を学習していきます。
　子どもにとっての遊びは、食事や睡眠と同じように欠か
せないものです。
　子どもは、自分が成長する力を感じ取り、遊びの中で何度
も挑戦を繰り返して成長していきます。

手作りおもちゃを作ってみませんか

▷タッパを使って
　ふたに穴を開ける。プラスチック
くさり（15 ～ 20cm程にカットし
たもの数本）や布を入れたり出した

りして遊ぶ。
▷ペットボトルを使って
　ペットボトルに鈴、ビーズ、紙テープ
などを入れる。ふたは、ボンドで止め、ビ
ニールテープを巻いて中身が取れないよ
うにして、振って遊ぶ。

▷紙皿を使って
　クリスマスの飾り付けに、紙皿
の中をくり抜き、色紙や毛糸を
貼ったり、巻き付けたりして、リー
スを作る。

▷新聞紙を使って
　破ったり丸めたりしてビニールの袋
に入れ、ボール状にする。輪ゴムを２
～３本つなぎ、袋にとめると新聞ヨー
ヨーの出来上がり。
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御ご

り
ょ
う陵

遺
跡
は
、須
玖
北
８
丁
目
か
ら
９
丁
目
に
か
け
て
広
が

る
遺
跡
で
す
。今
ま
で
に
３
回
の
調
査
を
行
い
、弥
生
時
代
か
ら

古
墳
時
代
に
か
け
て
の
集
落
や
墓
地
を
確
認
し
ま
し
た
。

　
遺
跡
か
ら
は
、弥
生
時
代
の
青
銅
器
を
作
る
た
め
の
石
製
の

鋳い
が
た型

片
が
、８
個
出
土
し
て
い
ま
す
。鋳
型
か
ら
、こ
の
遺
跡
で

は
矛ほ

こ・
剣
・
鏃や

じ
り・

小し
ょ
う
ど
う
た
く

銅
鐸
な
ど
を
作
っ
て
い
た
こ
と
が
分
か
り
ま

し
た
。

　
青
銅
器
は
大
変
貴
重
な
も
の
で
、当
時
と
し
て
は
最
先
端
の

技
術
で
作
ら
れ
て
い
ま
し
た
。御
陵
遺
跡
で
は
、青
銅
器
の
工
房

は
未
発
見
で
す
が
、今
後
大
発
見
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

須
玖
地
区
の
文
化
財

　
〜
御
陵
遺
跡
の
青
銅
器
生
産
〜

◁
御
陵
遺
跡
か
ら
今
年
の
夏

に
出
土
し
た
鋳
型
の
破
片

市
の
花

ゆ
り

◁
破
片
か
ら
想
像
し
た
全
体
図

　
下
の
網
掛
け
部
分
が
上
記
の

鋳
型
の
破
片
部


